
ブリ類養殖振興勉強会

（2017年2月23日）

黒瀬水産におけるブリ生産と輸出取組の現状

ー 今後の課題と方向性 ー
黒瀬水産株式会社 原 隆
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３．黒瀬水産（株）の取組み

４．課題 ‐ブリ類養殖を輸出産業として発展させるために‐



１．黒瀬水産（株）事業紹介



•設立： 2004年1月8日

•資本金： 498百万円

•従業員： 185名（2017年2月1日）

•出荷規模： 約150万尾/年（2015年度）

： 輸出 約7.2万尾（2016年）

•業務内容： ブリ養殖 ブリ加工
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黒瀬漁場（宮崎県）



２．現状把握（生産・輸出）



国内外の市場動向
（日本の人口推移）
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国内外の市場動向
（日本の水産物需要）

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0
日本の食用魚介類・肉類消費量（純食料）の推移Kg % 

魚介類

牛肉

豚肉

鶏肉

魚食割合

47.6％
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国内外の市場動向
（日本のブリ生産量）

農林水産省「漁業・養殖業生産統計年報」
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国内外の市場動向
（世界の水産物需要 長期推移）

4.7 全世界

全世界（百万ｔ） 日本（百万ｔ）
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FAO「Food Balance Sheet」



国内外の市場動向
（世界の水産物需要 生産量推移）

天然漁獲量

養殖生産量

百万ｔ

FAO



ブリの輸出状況 輸出数量・輸出額

(t) (百万円)

冷凍 冷凍

冷蔵 冷蔵

8030 13464

財務省「貿易統計」



ブリの輸出状況 輸出先（フィレ）

財務省「貿易統計」

北米 5846ｔ

中国 232ｔ
香港 117ｔ

タイ 116ｔ

冷凍フィレ輸出合計 6695t

・87.3％が北米向け
・CO処理が大きなポイント

例；EUでの生鮮フィレ販売
・CO処理禁止
・生鮮フィレは高級食材
・マーケットは限定的

国別冷凍フィレ輸出量



ロンドンオリンピックの持続可能な認証制度（食品に求められる）
① Red Tractor Assured
イギリス農民組合が運営する国産農産物の栽培・飼養から流通・加工・包装、販売までの一連の過
程を高い管理規準で保証する表示制度で、食品の安全だけではなく、農村景観を含めた環境保全や
アニマルウェルフェアなどに関する高い管理規準を満たしていることを保証するシステムです。

② LEAF Marque certified
オーガニックに近い高いレベルの農場認証規準で、イギリスの最高級の食品スーパーといわれてい
るウエイトローズはLEAF(Linking Environment andFarming）を採用しています。
LEAF は認証専門の団体が運営する国際的な農場認証制度です。

③ GLOBALG.A.P.認証または同等基準の認証
EU の小売業界が始めたGAP 農場認証制度で、環境保全を柱とする持続可能な農業管理に、更に
食品取扱いの衛生基準（HACCP の考え方）を加えた認証制度です。

④ MSC 認証
MSC（Marine Stewardship Council：海洋管理協議会）では、海の自然や資源を守って獲られた持続
可能な水産物（シーフード）を認証し、エコラベルをつける取組みをしています。

⑤ ASC 認証
ASC（Aquaculture Stewardship Council：水産養殖管理協議会）」が、養殖による水産物を、持続可能
な水産物（シーフード）として認証する養殖版「海のエコラベル」の認証制度です。

ブリの輸出で求められる認証



ブリュッセルシーフードショー（2015年4月）

ブリの輸出で求められる認証



３．黒瀬水産の取組み



（Food Safety System Certification22000*）

＊食品安全認証財団(The Foundation of Food Safety Certification)が
ISO22000と英国規格協会のPAS220を組み合わせて開発したスキーム。

輸出促進への対応

加工場の管理レベル向上



輸出促進への対応

販売の取組み EU



輸出促進への対応

販売の取組み 中国



輸出促進への対応

九州経済連合会 行政・組織

NORWEGIAN SEAFOOD COUNCIL

2016年予算：59百万 米ドル
人員 ：70名



輸出促進への対応

九州経済連合会 販売の取組み

寿司売場は日本のスーパーと変わらない。
ただし、サーモンが多く、全体的にオレンジ一色。

香港



輸出促進への対応

養殖ブリの輸出を促進するための
人工種苗生産技術高度化及び
高品質冷凍流通技術体系の開発
（農研機構生研支援センター）

加工技術（冷凍フィレ） 鹿児島大学他共同研究

輸送コスト削減（空輸→冷凍コンテナ）

利便性向上（保存性）

CO処理に代わる褐変抑制技術構築 （北米以外）

→世界のどこにでも輸出が可能となり輸出量拡大



輸出促進への対応

養殖ブリの輸出を促進するための
人工種苗生産技術高度化及び
高品質冷凍流通技術体系の開発
（農研機構生研支援センター）

加工技術（冷凍フィレ） 鹿児島大学他共同研究

①電気刺激水揚げ・活き〆システム開発

②全自動高速魚体処理システム開発

③高濃度ATP含有冷凍品の生産条件と 品質の検証

④解凍肉の褐変抑制技術開発



・ASC 認証 ブリ類での取り組みに参加

http://www.wwf.or.jp/activities/2015/02/1248513.html

輸出促進への対応



４．課題
‐ブリ類養殖を輸出産業として発展させるために‐



今後の課題

ブリ養殖を輸出産業として発展させるために

生産コストの低減

育種（成長・抗病性）

漁場管理
（環境・魚病・地域社会）

効率化（機械化・IT導入）

販売促進

日本版NSC

輸出手続き（簡素化）



ご清聴有難うございました。


